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c o n s t r u c t i o n s t u d y

スケッチ

アルミ 布

スケッチスケッチ

2次元 ３次元

密度　2.7kg/m3
ヤング　70Gpa
特性　　
  低温での高靭
加工のしやすさ
以前の用途
ベビーカーのパイプ

密度　0.92g/m3
ヤング　0.2Gpa
特性　　　　　　
伸縮性あり
以前の用途
ベビーカーのシート

密度　7.0g/m3
ヤング　200Gpa
特性　　　　　　
加工のしやすさ
以前の用途　　　
住宅メーカーで使用さ
れる部品

アルミパイプ ポリエチレン 鋳鉄

1 次元
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鋳鉄

総量

var -terior
挙動するもの　変化するもの

ゆれて、しずむ、ういて、ころがる
ものが動くという変化は人々の目を奪い
ぼくたちを高揚させる
ものは、力を受けることで状態をかえる
状態がかわれば、きっと使い方もかわるだろう
そんな’ vary’ able な product をかんがえよう

ふれて、もたれる、はなれて、ものをのせる
転がせば異なる表情をあらわす
背もたれだったところが庇になり
庇だったところは脚をつくる
そして中には、膜に包まれた空間が出来る
あるときは interior になり
あるときは exterior にもなり
ぼくたちのさまざまな行為を受け入れてくれる

それがー vary-terior ー 

補強材から家具へ interior から exterior 一つの状態から多様な用

筋交いから家具

捻転し連なるパイプは完結した環状構造をもたない。そのかわり、曲面をもって張った膜はパイプの間

を繋ぎ引張力を負担している。また、その膜は躯体の設置状況により形状保持以外の役割を担う。本を

置いて棚としたり、寄りかかって背もたれとなったりと家具としての機能も備えている。

多様な行為を誘発する

外向きに開かれる状態に人は寄りかかることできる。膜にもたれて休憩する人の周りには人が集まる。一人二人

と増え彼らはそれぞれの場と方法で物体を共有する。上方を向いて張られる面は作業台にもなり得る。立ち上がっ

た庇の向こう側には潜り込む様な日影の場ができる。物体は同一形態の中でも様々な用途を同時に有している。

interior exterior　うちとそと

簡易的なデスクや背もたれなど、ある種の家具として使用される形態をもつ。しかし、三次元的に回転

させることで形態は一転しドーム状の小空間が生まれる。あるときは内向きに囲い、あるときは外向き

に開かれる。接地箇所の変更により物体の作り出す空間の方向性は多様に変化できる。

step_1 step_2 step_3 step_4 step_5 step_6 step_7

円盤鋳鉄にドリルで穴をあける 金槌でパイプの先端に木を入れる 固定式ドリルで、パイプに穴を開ける 三又のジョイントをつくる ミシンでポケットを作る 布にパイプを通し膜をはる 各ジョイントを組み、完成

1次元的構成である線材から 2次元的構成へ拡張する。
廃材であるアルミパイプと鋳鉄を使いつなげていく。
より少ない本数でかつ単純なものを考え、3本の材を
120 度づつに開いたものとなった。

構成された2次元の基本系から立体への展開する。
ジョイント部で線材を軸にし回転させる。
連なっていた面に角度のずれが生じ立体が作り出
される。

人を囲い込む空間を作り出す為に、最少で 11 個
のジョイントが必要だと分かった。11 個のジョ
イント部をもつ三つ又の平面系を複数考えた。

三つ又を連続させるには大まかに I 型、L
型、Y型が考えられる。
中でも Y型は人を覆う架構に適し 3つの
脚をもつことから安定していた。

Y型のみに於いても様々な形の立体が出てくる。そこで
空間の用途を 3パターン ( 座る、立つ、寝る ) に決める。
架構を様々に置き変えたとき、それぞれの行為に適した
空間が構成される立体を採用した。

平面モデルにより空間のパターンを抽出 Y,I,L 型からさらに Y型に絞り込む Y型から立体へ

座る 立つ 寝るの行為が成立する立体を pick up
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■    弾性変形による足の数の変化

荷重を加える構造物を支える足 荷重が加わる場所に応じて足の数、沈み方が変化する。
t y p e 1 t y p e 4

G L  o f  t y p e 3

joint detail     S=1/5

joint detail     S=1/5

ステンレス六角穴付ボルト　
呼び径M=5mm
首下長さℓ=40mm

アルミパイプ　
呼び径M=19mm, 外径φ=21mm

木円柱　
直径Ｒ=19mm, 長さℓ=800mm

鋳鉄円盤
直径 R=89mm,
高さ h=8mm
厚さ t=1mm

ばね座金
呼び径M=5mm, 外径φ=9mm

六角ナット
呼び径M=5mm
　　　 e=9mm

step1

安定した状態にある

step4

弾性変形により
荷重がなくなると元の安定に戻る

step2

膜に荷重がかかる。
膜にストラクチャーが引っ張られる。

step3

隣り合う布が伸びることで
ストラクチャーを引っ張り返し
変形をある程度で止める

■    荷重による変形とその弾性
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↓

力 P に対してジョイント部は
23.77kg まで耐えられる

L=400mm の単純張りに於いて
100kg の荷重がかかった場合

δ=8.3mm の弾性変形を起こす

ca lcu lat ion  1

ca lcu lat ion  1 より

calcu lat ion  2 より

calcu lat ion  2

23kg

↓
100kg

L=400mm

δ=8.3mm

s e c t i o n  a n d  p l a n

G L  o f  t y p e 1

t y p e 2

G L  o f  t y p e 2

t y p e 3




